
　今月号は、警備部の現場である県立中央病院の警備業務を紹介しま

す。２４時間３６５日常時２名～３名が北側入り口防災センター内等に常駐

しています。主な業務は出入り状況の確認や、病院内各課の鍵の保管・受

け渡し、来訪者への対応、建物内外巡回から拾得物の取り扱いまで多岐

に亘ります。昼間に取材に伺った際には、救急車と病院医師との緊迫した

遣り取りが専用電話から聞こえており、その内容を記録する事も業務の１

つです。夜間においては電話交換業務も兼ねるため様々な内容の電話を

受け取り、当直医師又は自宅待機している医師にその内容を伝達します。

お話を伺っていても、人の命を預かる病院という現場独特の緊張感やプレ

ッシャーというものをひしひしと感じました。しかしそのような中でも、入院し

ていた患者さんから退院する際に「ありがとう」「お世話になりました」などと

声をかけて頂くと、とても嬉しく、この仕事をやっていて良かったと思うそう

です。
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今回の現場の中央病院警備業務は、救急車の到着や警察関係

の方が見えたりと、私自身も取材をしていて緊張してしまいました。

しかし責任者の田草川さんは、とてもユーモアのある方で現場は

明るい雰囲気でした。

８
月　
　

日
に
国
会
に
お
い
て
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措
置
法
」
が
成
立

し
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
用
い
て
発
電
さ
れ
た

電
気
を
一
定
の
期
間
・
価
格
で
電
気
事
業
者
が
買
い
取
る
こ
と
を
義
務
付
け

る
も
の
で
来
年
７
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
代
表
格
で
あ
る
太
陽
光
発
電
を
今
回
は
取
り
上
げ
ま
す
。

今
、
な
ぜ
太
陽
光
発
電
が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
か
？
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訪
者
へ
の
案
内

お
話
を
伺
っ
た

皆
さ
ん

ドラゴンフルーツ成長期　Part９

今年も残暑が厳しく９月になっても暑
い日が続きましたが、ようやく過ごし
易い季節になりました。久しぶりのド
ラゴンフルーツですが、本社事務所
の玄関先にあるのは相変わらず成長
が止まっており、それぞれ好きな方向
へと向いています。

それに比べて富士吉田営業所のドラ
ゴンフルーツは幹も太く立派になり、
南国の植物らしい様相を呈してきまし
た。甲府よりも年平均気温が４度も低
い環境にありながら、こんなにも立派
に成長しているのはなぜでしょうか？

富士吉田営業所の宮下係長によると、
大きな鉢に植え、肥料を与え、たっぷ
りと愛情を注いで育てた結果だとのこ
と。

なるほど、人間も植物も立派になるた
めの要素は変わらないんだなと納得
しました。

ふにゃふにゃと伸びる本社事務所

力強く天へと伸びる富士吉田営業所

こ
の
法
律
が
成
立
す
る
以
前
は
、
事
業
所
で
設
置
し
た
太
陽
光
パ
ネ
ル
か
ら

発
電
し
た
電
力
を
自
家
消
費
し
、
使
い
き
れ
な
か
っ
た
分
を
電
力
会
社
に
売

る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
（余
剰
買
取
制
度
）
で
し
た
。
し
か
し
こ
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
特
措
法
に
よ
り
、
発
電
し
た
電
力
を
自
家
消
費
せ
ず
全
て
を
電
力
会

社
に
売
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
（全
量
買
取
制
度
）
。
平
成　
　

年
度
の
買
取
価
格
は
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
あ
た
り
事
業
所
で　
　

円
と
な
っ
て
お

り
、
現
在
は
こ
の
価
格
よ
り
安
い
金
額
で
私
た
ち
は
電
力
会
社
か
ら
電
気
を

提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
事
業
所
で
使
う
電
力
は
通
常
の
電
気
料
金

を
払
っ
て
電
力
会
社
か
ら
買
い
、
発
電
し
た
電
力
は
全
て
電
力
会
社
に
売
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
差
額
だ
け
得
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
全

量
買
取
制
度
は
一
般
住
宅
で
は
対
象
外
で
、
今
ま
で
通
り
の
余
剰
買
取
制
度

と
な
り
ま
す
。

こ
の
法
律
だ
け
見
れ
ば
、
国
は
一
般
住
宅
よ
り
事
業
所
を
優
遇
し
て
い
る
の

で
は
？
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、

新
規
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
場
合
、
事
業
所
に
は
国
の
補
助
金
制
度

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
般
住
宅
に
は
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
設
置
す
る
場
合
に
４
万
８
千
円
の
補
助
金
が
出
ま
す
（
平
成　
　

年
度
）
。

一
般
的
な
住
宅
で
導
入
事
例
の
多
い
３
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
シ
ス
テ
ム
の
補
助
金
は

　
　

万
４
千
円
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
般
住
宅
に
は
地
方
自
治
体
か
ら
の
補

助
金
が
出
る
場
合
も
あ
り
、
甲
府
市
の
場
合
１
件
あ
た
り
３
万
円
と
し
て
い

ま
す
。
肝
心
の
導
入
コ
ス
ト
で
す
が
、
設
置
場
所
や
メ
ー
カ
ー
に
よ
り
様
々
で

す
が
、
３
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
シ
ス
テ
ム
の
場
合　
　

万
円
あ
た
り
が
相
場
な
よ
う
で

す
。

こ
の
よ
う
に
国
や
地
方
自
治
体
が
太
陽
光
発
電
を
推
進
し
て
い
る
の
は
、
原
子
力
発
電
や
化
石
燃
料
に
頼

る
こ
と
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
に
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
太
陽
光
・
風
力
・

水
力
・
バ
イ
オ
マ
ス
等
）
の
普
及
が
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

各
事
業
所
に
と
っ
て
も
日
中
の
電
気
使
用
量
の
多
い
時
間
帯
に
発
電
で
き
、
そ
の
電
力
を
自
社
で
使
用
す

れ
ば
電
力
の
最
大
値
を
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
す
る
デ
マ
ン
ド
効
果
が
得
ら
れ
、
契
約
電
力
の
低
減
も
期
待
で
き

ま
す
。
ま
た
太
陽
光
発
電
の
導
入
は
環
境
へ
の
取
り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機
会
で
も
あ
り
、
企

業
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
に
も
繋
が
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
太
陽
光
発
電
は
国
が
後
押
し
し
、
企
業
や
一
般
家
庭
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
た
め
、
今
後
最

も
発
展
し
、
将
来
性
の
あ
る
分
野
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。
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